
Ⅰ　問題と目的

保育者が，子どものふれる「音」や，子どもの「表
現」を読み取る際，何をもって，それらを「音楽的に
豊か」であると見なすのかは，表現教育における目標
と評価の設定に大きく影響する。

例えば，子ども達を取り巻く「音」といえば，楽器
の音や歌などの楽音をはじめ，物と物のこすれる音や
雨風の音，話し声など様々だが，近年，「音楽に関わ
る活動をしている時に発せられる音楽」だけでなく，
以上のような「生活の中に見られる音楽」に着目した
研究が多く見られる。幼児は絵を見たり物語を読んだ

り，身体を動かしたりする中で「音」とふれ合い，自
分なりの想像や表現を楽しんでいる。しかし，幼児教
育の現場における音楽活動の場面で多く見られるよう
な姿は，一般的に音楽をしていると捉えられやすいの
に対し，子どもたちの生活におけるふとした瞬間に生
まれるような姿は，なかなか実態がつかめずに見落と
してしまいやすい性質を持つ。したがって，保育者が，
あらゆる音や姿を「音楽的」なものとして意識的に捉
えない限り，保育における音環境づくりや子どもの発
した音の受け止めに繋げることは困難と考える。

また，幼児の「表現」について，吉永1）は，音楽表
現を音楽の再表現活動と捉えることなく，幼児の素朴
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な音への気づきや音の表出行為に注意を向けることが
大切としている。その上で，平成元年の幼稚園教育要
領改訂で領域「表現」が新設されたのは，既成の音楽
の再表現のための技術指導に偏りがちな従来の音楽表
現の活動から，保育者の意識を幼児の音にかかわる姿
に向け，「表現」という視点から子どもと音楽との関
係をとらえ直すことを促す意図を含んでいたためと述
べている。また，表現は固定化よりも，音の多様性に
向かって変化する傾向を持つ2），幼児の表現の育ちは，
目に見える技能や知識の習得を目的にして計画された
活動ではなく，幼児の自発的な遊びが保育者によって
支えられていく中で育まれていく3），イメージがあっ
ての，表現という行為が生じるというプロセスが，幼
児の表現活動を考える上でも重要である4）とされるよ
うに，表現の仕組みを説き，様々な形で現れる幼児特
有の自由な表現を探る研究がされてきた。

幼児の音楽表現は,受け止め,読み取る立場によって
解釈は多様になる。表現者の年齢や置かれた状況,表
現の目的などによっても,知識・技能の程度や結果の
形は変化する。そのため,保育現場で子どもの表現を
読み取り，指導する際,保育者は何を大切にすればよ
いのかも多様になる。しかし，子どもの自由な表現を
認めた上で，それを多角的な視点から捉え，子どもが
更に音楽的表現の楽しさを感じられるための具体的か
つ発展的な実践方法について長く示されなかった5）た
めに，保育者はどのように指導し，評価をすれば良い
のか模索状態にある。吉永6）も，教材も自由，内容も
自由な教育のなかで音楽活動を模索し，その方向性が
得られないことを要因の一つとし，そのために，場当
たり的な流行の教材になってしまったり，指導法がマ
ニュアル化されていてわかりやすい音楽訓練を導入し
てしまったりしていると指摘している。

このような実態から，研究分野では子どもの音楽的
表現を捉える視点について具体化しようとする動きが
加速し，現在は大城ら7）や古本ら8）をはじめとして，
チェックリストを用いた評価方法の考案や，園内研修
を通した振り返りから子どもの音楽的表現を捉え直す
研究9）などが注目されている。

幼児の豊かな表現を実現しようとする時,その表現
を受け止める保育者は，適切な対応や言葉がけに気を
配っているが,幼稚園教育要領,領域「表現」のねらい
に示される,「豊か」という言葉の意味は多義にわたり,
保育者の表現における目標を曖昧にしている。した
がって,研究・教育を進める上で,生活の中に在る音楽
の「豊かさ」や,保育者が捉える子どもの音楽的な表
現の「豊かさ」の中身を明らかにすることの必要性は
高いと考える。そこで本研究では,幼児の音楽表現に
対して,保育者が「豊か」と感じられるのはどのよう
な状況によってであるのかを調査分析し,「豊かさ」
の具体化を図ることを目的とする。

Ⅱ　研究方法

調査方法：「子どもがどんな表現をする時に音楽的に
豊かだと思ったか」を問うエピソードの自由記述式の
質問紙調査を実施した。
対象：A県内公立保育園50園，私立幼稚園10園に勤
務する園長・主任以外で，担任を持った経験がある保
育士350名と幼稚園教諭85名の計390名。
分析

（1）収集された650事例に対して，音楽表現における
豊かさを読み取り解釈した。逐語化された文中に，抽
象化するラベルを貼ることを通して，何らかのパター
ンを見出すコード化を行い，それらを要素に分類し，
さらに上位概念をつくる作業を繰り返す。保育者の音
楽観や保育観の傾向を考察しながら，要素，概念，カ
テゴリーを命名する。読み取りは，筆者が3回行う。
1度目の結果を見ずに2回目以降を実施し解釈が一致
しない場合は，幼児教育，音楽を専門とする研究者と
の合議のうえ決定した。その後，その要素，概念，カ
テゴリーが事例に適応するかを再判定しながら，命名
を洗練化させた。

（2）保育者の捉える音楽表現の「豊かさ」の年齢的変
化を，記述数をもとに，χ2検定，チャート図，クラ
スター分析によって量的に検討した。

Ⅲ　結果と考察

1.音楽表現における豊かさの分類（表1）
音楽表現の豊かさが含まれる「子どもの姿・場面」

が66個の＜要素＞として抽出された。さらに，その姿・
場面に対しての「保育者の価値付け」を22個の『概念』
とし，「保育者の感じた内容」を6個の【カテゴリー】
に分類した。以下では，【カテゴリー】別に，それに
含まれる概念，要素を，命名に至った解釈をもとに，
幼児期の音楽表現の豊かさを述べる。

（1）【カテゴリＡ】
保育者は，【子どもの持つ音楽的な力に「関心」「驚

き」がある】と感じている。
「音楽的な力」とは，『a音楽を判別したり操作した

りする力』『b決まりや手本，教示通りに再現する力』
を指す。それらの力が窺える「子どもの姿や場面」は
12種類に分類された。＜音程や旋律を聴き分けるこ
とが出来る＞（13例）＜表現方法を調節し，多様に
変化させることが出来る＞（56例）などの姿・場面
を『a音楽を判別したり操作したりする力』として価
値付けている。また＜示された楽曲や奏法を，速く正
確にそのまま再現することが出来る＞（46例）＜保
育者の教え無しに，子どもだけで正確にまたは面白い
演奏や表現が出来る＞（26例）＜本番までの制限期
間内に早く正確に再現することが出来る＞（18例）
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などの姿・場面を『b決まりや手本，教示通りに再現
する力』として価値付けている。

（2）【カテゴリＢ】
保育者は，【子どもの音楽に対する心の在りように

「感動」「頼もしさ」】を感じている。
「音楽に対する心の在りよう」とは，『ｃ音楽への能

動的な心持』『ｄ音楽を楽しみ・味わう情感』『e自由
に無理なく音楽と接すること』を指す。それらの心の
在りようが窺える「子どもの姿や場面」は17種類に
分類された。＜特定の音に強い関心や思い入れをもっ
ている＞（36例）＜自ら音楽を求める＞（45例）な
どの姿・場面を『ｃ音楽への能動的な心持』として価
値付け，＜音を聴いて楽しみ，味わっている＞（54例）
などの姿・場面を『ｄ音楽を楽しみ・味わう情感』，
＜自由に，感じたままに演奏したり表現したりする＞

（35例）などの姿・場面を『e自由に無理なく音楽と
接すること』として価値付けている。

（3）【カテゴリＣ】
保育者は，【子どもの音楽行為の際の思考に「賢さ」

「良さ」】を感じている。
「音楽行為の際の思考」とは，『ｆ音の作用の効果を

期待して音楽を活用する思考』『ｇ音楽に関する目的
を達成しようとする際の思考』『ｈ思いを馳せて音楽
行為をする思考』『i言葉や身体の動きによって音楽を
名づける・意味付ける思考』を指す。それらの思考が
窺える「子どもの姿や場面」は9種類に分類された。
＜気分を盛り上げて自分の意欲を喚起させたり場の雰
囲気をつくったりするために，楽曲や歌を用いる＞な
どの姿・場面を『ｆ音の作用の効果を期待して音楽を
活用する思考』として価値付けている。また＜演奏や
表現の方法を試行錯誤する＞（25例）などの姿・場
面を『ｇ音楽に関する目的を達成しようとする際の思
考』，＜歌詞などから得た印象に自分の心を重ねたり
情景を思い浮かべたりしながら聴く，演奏する，歌
う＞（4例）姿・場面を『ｈ思いを馳せて音楽行為を
する思考』，＜音・音楽を身体の動きで表す＞（71例）
などの姿・場面を『i言葉や身体の動きによって音楽
を名づける・意味付ける思考』として価値付けている。

（4）【カテゴリＤ】
保育者は，【子どもの音楽行為そのものや，それが

見られる状況に「新鮮さ」「音楽ならではの面白さ」】
を感じている。
「音楽行為そのものや，それが見られる状況」とは，

『ｊ音楽に関する知識の幅を自然と広げていくこと自
体』『ｋ日常の中で自然と音楽に親しむこと自体』『ｌ
偶然性のある音楽を発見または生み出すこと自体』

『ｍ身体と音楽を融合させること自体』『ｎ言葉と音楽
を融合させること自体』『o音楽に対して独自的な関わ
りをすること自体』『ｐ多様な方法で音楽を奏で表現
すること自体』を指す。それらの行為や状況が窺える

「子どもの姿や場面」は13種類に分類された。＜それ
まで気付くことのなかった音や，音の響きの違いと類
似を発見する＞（56例）などの姿・場面を『ｊ音楽に
関する知識の幅を自然と広げていくこと自体』として
価値付けている。＜身の周りの物から発せられる音の
存在に気付いて，自ら聴いたり発したりする＞（112例）
などの姿・場面を『ｋ日常の中で自然と音楽に親しむ
こと自体』，＜偶然生まれた音楽を発見したり，偶然
に生み出したりする＞（6例）姿・場面を『ｌ偶然性
のある音楽を発見または生み出すこと自体』，＜全身
で音・音楽を取り込み，受け止める＞（45例）姿・場
面を『ｍ身体と音楽を融合させること自体』，＜音・
音楽をオノマトペを用いて表す＞（21例）などの姿・
場面を『ｎ言葉と音楽を融合させること自体』，＜自
分なりの考えや思いをもって他者と異なる演奏，表現
をする＞（6例）姿・場面を『o音楽に対して独自的
な関わりをすること自体』，＜人それぞれ多様な表現
をする＞（13例）などの姿・場面を『ｐ多様な方法で
音楽を奏で表現すること自体』として価値付けている。

（5）【カテゴリＥ】
保育者は，【子どもの他者との関わりに「音楽の効果」

「保育的な手ごたえ」】を感じている。
「他者との関わり」とは，『ｑ音・音楽を介した行為

やそれに対する感情の共有』『ｒ音・音楽やそれに関
する情報の受け渡し』を指す。それらの関わりが窺え
る『子どもの姿や場面』は8種類に分類された。＜他
児と共に周知の曲の合唱や合奏を楽しんだり共有した
りする＞（106例）などの姿・場面を『ｑ音・音楽を
介した行為やそれに対する感情の共有』として価値付
け,＜人を介して周知の曲や音楽行為が伝播されてい
く＞（94例）などの姿・場面を『ｒ音・音楽やそれ
に関する情報の受け渡し』として価値付けている。

（6）【カテゴリＦ】
保育者は，【子どもの変化・変容に「音楽の効果」「保

育的な手ごたえ」】を感じている。
「変化・変容」とは，『ｓ遊びへの還元や展開』『ｔ

音楽への関心・求心が発端となった心情』『u姿勢，
技能の変化・変容や，音楽に対する心情，姿勢，技能
の変化・変容』『ｖ音楽が発端となった子ども自身の
変化・変容』を指す。それらの変化・変容が窺える「子
どもの姿や場面」は7種類に分類された。＜音楽を介
した他事との関わりを基に遊びが展開される＞（43
例）姿・場面を『ｓ遊びへの還元や展開』として価値
付け，＜楽器の音に魅かれ，楽器演奏に興じるように
なる＞（3例）などの姿・場面を『ｔ音楽への関心・
求心が発端となった心情』，＜音楽に困難感をもつ子
どもが，困難感を解消したり，上達したりする＞（13
例）などの姿・場面を『u音楽に対する心情，姿勢，
技能の変化・変容』，＜普段の生活の中で困難感をも
つ子どもが，音楽によって困難感を解消したり，上達
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表 1．幼児における音楽表現の豊かさ
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したりする＞（19例）などの姿・場面を『ｖ音楽が
発端となった子ども自身の変化・変容』として価値付
けている。
【カテゴリＥ】と，【カテゴリＦ】は，その場の子ど

もの姿を瞬間的に捉える，その他のカテゴリーと異な
り，過去から現在，現在から未来へと繋がりを持つ子
どもの姿を時間軸の中で見守る保育者特有の視点が見
受けられる。

2.音楽表現の豊かさの捉え方における年齢の傾向
（1）カテゴリー別に見た年齢的変化（図1）

音楽表現の「豊かさ」について，1－6歳の年齢別に，
【カテゴリー】記述数の割合を図示した（図1-1 ～図
1-6）。

全ての年齢において，【子どもの音楽に対する心の
在りように「感動」「頼もしさ」などを感じている（カ
テゴリＢ）】と，【子どもの音楽行為そのものや，それ
が見られる状況に「新鮮さ」「音楽ならではの面白さ」
を感じている（カテゴリＤ）】が占める割合は高い。
また3歳児から5歳児にかけて，低年齢には見られな
い【子どものもつ音楽的な力に「感心」「驚き」があ
る（カテゴリＡ）】と，【子どもの他者とのかかわりに

「音楽の効果」「保育的な手ごたえ」を感じている（カ
テゴリＥ）】が占める割合が高くなる。これらのこと
から，年齢が高くなるにつれて保育者の関心が音楽的
な力や，他者との関わりなどに広がると考えられる。

また，0歳児以外のどの年齢においても，【子どもの
変化・変容に「音楽の効果」「保育的な手ごたえ」を
感じている（カテゴリＦ）】が占める割合は低いが，
時間軸で捉えられる子どもの音楽表現は瞬間的に目の
前で捉えられる子どもの音楽表現よりも量的に少ない
ためと考えられる。
（2）カテゴリー，概念，要素における年齢との関連

各【カテゴリー】，『概念』，＜要素＞における年齢と
記述数との関連を見るためにχ2検定を行った。その
結果，いずれも有意差が認められた。（カテゴリー：
χ2=59.74， df=25， p<.05）（概念：χ2=158.36， df=105， 
p<.05）（要素：χ2=480.26， df=325， p<.05）その後，
残差分析を行い，年齢による違いを分析した。
1） 【カテゴリＡ：子どものもつ音楽的な力に「感心」「驚

き」がある】
2，3歳児では有意に少なく，5歳児では有意に多い

ことから，年齢が高くなるほど，保育者は子どもが音
楽的な力を発揮している場面に対して感心や驚きを感
じている。
2） 【カテゴリB：子どもの音楽に対する心の在りよう

に「感動」「頼もしさ」などを感じている】
1歳児で有意に多いことから，1歳児では表に表れ

にくい豊かな心の動きがあること自体に保育者が感動
や頼もしさを感じやすいと考えられる。また【カテゴ
リＢ】に属する『音楽を楽しみ・味わう情感（概念ｄ）』
が1，2歳児で有意に多く5歳児では少ないことや，＜
保育者の音楽行為を真似る（要素19）＞が0，1歳児
で有意に多く4歳児では少ないことから，年齢が高く
なるにつれて保育者の関心が心情面以外に広がると考
えられる。
3） 【カテゴリＣ：子どもの音楽行為の際の思考に「賢

さ」「良さ」を感じている】
【カテゴリＣ】に属する『言葉や身体の動きによっ

て音楽を名づける・意味付ける思考（概念i）』が，3
歳児で有意に多い。3歳児は言葉や身体の発達に伴っ
て，名付けたり意味付けたりする行為が顕在化し，そ
れが音楽表現と結びついて保育者の目に留まりやすい
と考えられる。
4） 【カテゴリＤ：子どもの音楽行為そのものや，それ

が見られる状況に「新鮮さ」「音楽ならではの面白
さ」を感じている】

2，3歳児では有意に多く，5歳児では有意に少ない。
【カテゴリＤ】に属する『身体と音楽を融合させるこ
と自体（概念m）』について0歳児で有意に多いこと
から，0歳児はより原始的な身体と音楽の融合が多く
発現し，それが保育者の目に留まりやすいと考えられ
る。また，『音楽に関する知識の幅を自然と広げてい
くこと自体（概念ｊ）』が3歳児で有意に多い。『日常
の中で自然と音楽に親しむこと自体（概念ｋ）』が5
歳児で有意に少ないことから，5歳になると，様々な

図 1．カテゴリーの頻出割合から見た年齢別傾向
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音楽経験の中で培った知識や技術を活かし楽器などを
使った意図性のある音楽を扱うようになるため，日常
の中に溶け込んだ音楽に親しむ場面に比して保育者の
目に留まりやすいのと考える。
5） 【カテゴリＥ：子どもの他者とのかわりに「音楽の

効果」「保育的な手ごたえ」を感じている】
【カテゴリＥ】に属する＜共通の目標に向けて他児

と共に歌や楽器演奏の練習をする（要素52）＞が3歳
児で有意に少なく5歳児で多いことから，5歳児児は3
歳児と比べて他者との関わりが盛んになる上に，他児
と楽しむだけでなく教え合ったり高めたりすることが
出来るようになると考えられる。保育者は音楽によっ
て支えられる関わりを期待しているといえる。
6） 【カテゴリＦ：子どもの変化・変容に「音楽の効果」

「保育的な手ごたえ」を感じている】
【カテゴリＦ】に属する『音楽への関心・求心が端

緒となった心情，姿勢，技能の変化・変容（概念ｔ）』，
『音楽に対する心情，姿勢，技能の変化・変容（概念u）』
が0歳児で有意に多いことから，子どもにとって変化
変容のきっかけとなるほど新鮮で心動かされる姿は，
ふれるもの全てが新しい0歳児に多く見られ，それが
保育者の目に留まりやすいと考えられる。加えて，本
来は時間軸で捉えられる子どもの音楽表現は瞬間的に
目の前で捉えられる子どもの音楽表現よりも少ない
が，心情や行為が読みとりにくい0歳児に関してはそ
の逆の結果が表れたと考えられる。
（3）カテゴリー間の距離と年齢的傾向（図2）

カテゴリーが各年齢でどのような関係が認められる
のかを見るためにクラスター分析を行った。図2-1 ～
図2-6は，Ward法を使用したデンドログラムである。

0歳児は，【子どもの音楽に対する心の在りよう（カ
テゴリB）】が主なカテゴリーとして位置している。
保育者の記述の例として，「男児：音楽が聴こえると
泣いていたのがピタリと止まり，笑顔で手を叩く」事
例や，「女児：音楽が流れる玩具のボタンを自分で押
して，体を揺らしたり手を叩いたりして楽しむ」事例
がある。このように，保育者は表情や動作などから，
読み取りにくい0歳児の心の動きを窺おうとしている
ことが認められる。

1歳児には，【行為そのものやそれを伴う状況（カ
テゴリD）】が加わる。保育者の記述の例として，「1
歳男児：落ち葉を踏み，音を楽しむ」事例や，「1歳
女児：保育園で，新聞紙遊びをしている。床に落ちて
いたくしゃくしゃの新聞紙を拾い上げ，胸の前でシャ
カシャカと音を立てて叩いていた。面白い様子で音へ
の興味が始まっている場面だった」事例が見られる。
このように，1歳児になると子どもは具体的な行為を
するようになるため，保育者は表情や動作のみならず
子どもの行為からも心の動きを察することが出来るよ
うになると考えられる。

2歳児には，【子どもの他者との関わり（カテゴリE）】
が加わる。保育者の記述の例として，「手遊び，歌遊
びをする中で保育士も子どもも一緒に笑顔を交わし合
いながら歌い体を左右に揺さぶりながら楽しんでい
た」事例や，「色々な物をたたき“ポンポン言ってる” “ト
ントンだ!” と一つひとつの音を言葉にして保育士と
のやりとりを楽しむ」事例がある。他者との関わりの
中でも特に，保育者との関わりが顕著にみられる。

3歳児は，1，2歳児と同様に，【子どもの音楽に対
する心の在りよう（カテゴリB）】と【行為そのもの
やそれを伴う状況（カテゴリD）】が主要クラスター
として見られるが，さらに，【子どもの持つ音楽的な
力（カテゴリA）】と【子どもの音楽行為の際の思考（カ

図 2．カテゴリー間の距離から見た年齢的傾向
A　子どものもつ音楽的な力に「感心」「驚き」がある
B　 子どもの音楽に対する心の在りように「感動」「頼もしさ」
を感じている

C　 子どもの音楽行為の際の思考に「賢さ」「良さ」を感じて
いる

D　 子どもの音楽行為そのものや、それが見られる状況に「新
鮮さ」「音楽ならではの面白さ」を感じている

E　 子どもの他者との関わりに「音楽の効果」「保育的な手ご
たえ」を感じている

F　 子どもの変化・変容に「音楽の効果」「保育的な手ごたえ」
を感じている
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テゴリC）】と【子どもの他者との関わり（カテゴリE）】
と【子どもの変化・変容（カテゴリF）】で構成され
るクラスターが加わる。

保育者の記述の例として，「絵本を読む前の手遊び
で，保育士を真似てリズム打ち遊びをする。毎日コツ
コツとしていると初めは “♩♩♩” リンゴ “♩.♪♩”
など言葉とリズムを変えて全員ができるようになっ
た」事例や，「ピアノの音に合わせて様々な動物にな
りきる。“こうやって動くんだよ” と子どもたちで会
話をしながら色々な動きがあり，テンポに合わせて早
く動いたりゆっくり動いたりと自分たちで考える姿が
あった」事例が見られた。このことから，保育者はよ
り多様な視点を持って，子どもの行為や心の動きを読
み取るようになると考えられる。

4歳と5歳は共に，【子どもの音楽行為の際の思考（カ
テゴリC）と子どもの変化・変容（カテゴリF）】で
構成されたクラスターが出現する。保育者の記述の例
と し て，「4歳 児： リ ズ ム 打 ち を す る 際 “ バ ナ
ナ” → “〇〇〇” など言葉に当てはめて行っていたと
ころ，数名興味を持ち，友達同士で言葉を考えながら
リズム打ちを楽しんでいた」事例や，「5歳男児：新
しいことに消極的だったり，自信があまりない本児が，
竹太鼓のリズム打ちをすぐに覚え，上手に打つ。褒め
ると自信になり，竹太鼓に積極的に取り組んでいた」
事例が見られた。4歳と5歳のデンドグラムは類似し
た構造をしているが，4歳では特に【子どもの持つ音
楽的な力（カテゴリA）】と【子どもの他者との関わ
り（カテゴリE）】が，5歳では特に【子どもの音楽に
対する心の在りよう（カテゴリB）】と【子どもの他
者との関わり（カテゴリE）】が近い距離にあること
が認められた。

Ⅳ　総合考察

本研究では，幼児の音楽表現に対して保育者が「豊
か」と感じられるのはどのような観点によってである
のかについて検討し，「豊かさ」の具体化を図った。

まず，音楽表現における豊かさの分類に関して，記
述総数が50以上であった要素に，＜それまで気付く
ことのなかった音や，音の響きの違いと類似を発見す
る（要素39）＞と，＜音を聴いて楽しみ，味わって
いる（要素25）＞，＜表現方法を調節し，多様に変
化させることが出来る（要素2）＞がある。

＜それまで気付くことのなかった音や，音の響きの
違いと類似を発見する（要素39）＞において，様々
な音を発見をするのは子ども自身であり，そこには生
活の流れの中で自然と音・音楽の世界を広げていく子
どもたちを傍で見守る保育者の姿が浮かぶ。また，＜
音を聴いて楽しみ，味わっている（要素25）＞の総
記述数が多いが，横井10）が，子どもの音楽的表現の

捉え方に関する調査において，保育者が「子どもが表
現を楽しんでいるか否か」といった視点に軸足を置い
ていることを明らかにしているように，本研究の結果
からも，保育者の関心の多くが，子どもが音・音楽を
楽しみ味わうことにあるといえる。以上のように，音・
音楽を耳にして気づきを得たり，楽しみ味わったりす
るなど，音・音楽を発していない子どもの姿に関して
吉永11）は，音を発していなくても，聴くこと自体が
音楽の積極的な経験と述べ，大場12）は，表現という
言葉には当てはまらない，実態が捉えられにくいもの
を「あらわし」として価値付けている。さらに，やる
気がない，後ろ向きに思える行動や，何をしているの
か分かりにくい行動なども子どもの一種の「あらわし」
として大切に受け入れていくことの重要性を述べてい
る。保育者は表面的には音楽を介した表現を行ってい
ると捉えにくいものも，音楽的な表現として捉え，「豊
かさ」を感じていることが認められた。一方，横井13）

は，「音楽を楽しんでいる」という包括的で曖昧な言
葉に依拠して子どもの音楽的表現を捉えることは，保
育者が子どもの表現を「見守る」「受け止める」とい
う援助方法に重きを置いていることと同義でもある
が，そのような方法が定着した背景には，保育者が子
どもと音楽的にかかわる具体的な方法について長く明
らかにされなかったことが原因としてあり，それが指
導方法に難しさを感じる保育者の悩みとして顕在化し
ていると述べる。新山王14）は，「音楽を通じて学ぶべ
きものは，より多くの人々が聴いて心地よいと感じる
音楽表現上の制約を使いこなすための技術や知識であ
る。守らないといけないルールや制約があるからこそ，
そこから外れる自由を理解することが出来る」とし，
表現教育における技術や知識の重要性を論じている。
＜表現方法を調節し，多様に変化させることが出来る

（要素2）＞の記述数が多いことから，保育者は，音
楽を楽しみ，味わうだけでなく子どもが意図をもって
音楽を操作する力を持つことを豊かさの一つとして考
えていることが認められた。

さらに，記述総数が100前後であった要素に＜身の
周りの物から発せられる音の存在に気付いて，自ら聴
いたり発したりする（要素42）＞と，＜他事と共に
周知の曲の合唱や合奏を楽しんだり共有したりする

（要素53）＞，＜人を介して周知の曲や音楽行為が伝
播されていく（要素59）＞がある。

＜身の周りの物から発せられる音の存在に気付い
て，自ら聴いたり発したりする（要素42）＞について，
ここでいう「身の周りの物」とは，玩具や食べ物，雨
風などを指す。吉永15）は，幼児の音環境を構成する
音素材のなかでモノの音と人の声を調査の対象として
いるが，その理由を，幼児にとってそれらが生活や遊
びのなかで触れあう最も身近な素材であるとともに，
日本の幼児が，「雑音の中にも音の響きの複雑さを味
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わい楽しむ」音の聴き方をしているのではないかと考
えたからとしている。保育者は，楽器を用いたり歌っ
たりするような明らかな音楽行為のみならず，一見す
ると音楽とは無関係に思える，身の周りの物が発する
音を音楽として捉え，子ども達が幅広い音楽に親しむ
ことに「豊かさ」を感じていると考えられる。町田16）

は，このような「音楽」と認識されずに行われている
諸活動において，真の意味での「音楽」が発現しうる
ことに気付くことの必要性を説いているが，音楽的表
現に関する保育の方法以外にも，保育者自身の音楽性
や音楽観が子どもの表現に影響を及ぼすことを知
り17），保育者自身の価値観を自覚する18）ことが重要
と考える。＜他児と共に周知の曲の合唱や合奏を楽し
んだり共有したりする（要素53）＞，＜人を介して
周知の曲や音楽行為が伝播されていく（要素59）＞
について，三輪19）は，「音楽を媒体とした養育者と幼
児，また幼児期の子ども達が人間的な交わりの中で満
ち足りた思いを抱くのは，音楽が人と人とのコミュニ
ケーションの中で強く関わっており，社会性の育成を
促すと共に，感情の伝達，心から心へ思いを伝えると
いう音楽の持つ特性に深く関わっているからである」
と述べている。保育者は，このような音楽の持つ特性
を理解しており，子ども達の他者との関わりが音楽に
よって支えられ，また音楽が子ども達によって伝播さ
れていくことに「豊かさ」を感じていると考えられる。

次に，「豊かさ」の概念を基にして，音楽表現の「豊
かさ」の年齢的変化を，量的に分析した結果，保育者
は子どもの「音楽に対する心の在りよう」と，子ども
の「音楽行為そのものや，それが見られる状況」に，
どの年齢の子どもにおいても共通した「豊かさ」を感
じていることが明らかになった。何よりもまず子ども
の心の在りように多大な関心を向ける保育者の保育観
と，目の前で繰り広げられる子どもと音楽の密な交わ
りを読み取る際の保育者の多様な音楽観が垣間見える。

一方で，低年齢では保育者の関心が「心の動き」に
向き，年齢が高くなるにつれて保育者の関心が「音楽
的な力」や，「音楽行為に伴う思考」，「他者との関わり」
など低年齢には見られない姿に広がることから，表現
教育において，音楽の諸要素を認知でき，発達段階に
応じて認知に基づく表現が可能な乳幼児期の子ども20）

に対して，保育者の感じる「豊かさ」も多様化，複数
化すると考えられる。

音楽表現の豊かさの年齢的傾向に表れるものは，子
どもの音楽表現の実際ではなく，子どもの音楽表現を
読み取る保育者の視点と価値観である。本研究で，「豊
かさ」の概念を明らかにするために抽出した66個の
＜要素＞，22個の『概念』，6個の【カテゴリー】が，
保育者が音楽表現の目標や評価を客観的に設定する際
の基準となるよう，今後の課題として，保育現場への
還元を目指したい。
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